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(57)【要約】
【課題】穿刺手技を行なう術者が、装置本体の操作部を
操作せずとも、超音波画像において所望の位置を指示す
ることができる超音波診断装置を提供する。
【解決手段】三次元空間に形成された座標系における被
検体に対して、超音波の送受信を行なう超音波プローブ
によって形成される超音波の走査面Ｓの位置及び向きを
、前記三次元空間に形成された座標系において特定する
走査面特定部と、前記三次元空間に形成された座標系に
おける穿刺針１２の位置及び向きを特定する穿刺針特定
部と、前記穿刺針１２の位置及び向きと、前記走査面Ｓ
の位置及び向きとに基づいて、走査面Ｓにおける前記穿
刺針１２の延長線ｌの交点Ｐの位置を、前記走査面Ｓに
ついての超音波画像に表示させる交点表示制御部と、操
作者が、前記交点Ｐの位置を確定する入力を行なう入力
部と、を備えることを特徴とする。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　三次元空間に形成された座標系における被検体に対して、超音波の送受信を行なう超音
波プローブと、
　該超音波プローブによって形成される超音波の走査面の位置及び向きを、前記三次元空
間に形成された座標系において特定する走査面特定部と、
　前記三次元空間に形成された座標系における穿刺針の位置及び向きを特定する穿刺針特
定部と、
　該穿刺針特定部によって特定される前記穿刺針の位置及び向きと、前記走査面特定部に
よって特定される前記走査面の位置及び向きとに基づいて、該走査面における前記穿刺針
の延長線の交点の位置を、前記走査面についての超音波画像に表示させる交点表示制御部
と、
　操作者が、前記交点の位置を確定する入力を行なう入力部と、
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記入力部における前記確定の入力によって、前記三次元空間における前記交点の位置
を記憶する記憶部を備えることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記座標系は、前記三次元空間に設置された磁気発生部によって形成されることを特徴
とする請求項１又は２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記超音波プローブには、前記磁気発生部の磁気を検出する第一磁気センサが設けられ
ており、
　前記走査面特定部は、前記第一磁気センサの検出信号に基づいて、前記走査面の位置及
び向きを特定する
　ことを特徴とする請求項３に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記穿刺針には、前記磁気検出部の磁気を検出する第二磁気センサが設けられており、
　前記穿刺針特定部は、前記第二磁気センサの検出信号に基づいて、前記穿刺針の位置及
び向きを特定する
　ことを特徴とする請求項３又は４に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記入力部は、前記超音波診断装置の装置本体に設けられた操作部であることを特徴と
する請求項１～５のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記入力部は、前記穿刺針に設けられていることを特徴とする請求項１～５のいずれか
一項に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　コンピュータに、
　三次元空間に形成された座標系における被検体に対して、超音波の送受信を行なう超音
波プローブによって形成される超音波の走査面の位置及び向きを、前記三次元空間に形成
された座標系において特定する走査面特定機能と、
　前記三次元空間に形成された座標系における穿刺針の位置及び向きを特定する穿刺針特
定機能と、
　該穿刺針特定機能によって特定される前記穿刺針の位置及び向きと、前記走査面特定機
能によって特定される前記走査面の位置及び向きとに基づいて、該走査面における前記穿
刺針の延長線の交点の位置を、前記走査面についての超音波画像に表示させる交点表示制
御機能であって、操作者による前記交点の位置を確定する入力により、前記交点の位置を
確定する交点表示制御機能と、
　を実行させることを特徴とする超音波診断装置の制御プログラム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置及びその制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置では、被検体の超音波画像をリアルタイム（ｒｅａｌ　ｔｉｍｅ）で表
示することができる。従って、被検体内に穿刺針を刺入する時に、穿刺針の位置をリアル
タイムの超音波画像によって確認することができる。
【０００３】
　例えば特許文献１に開示されているように、被検体における同一断面のリアルタイムの
超音波画像とＸ線ＣＴ（Ｃｏｍｐｕｔｅｄ　Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ）画像やＭＲＩ（Ｍａ
ｇｎｅｔｉｃ　Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ　Ｉｍａｇｉｎｇ）画像などの参照医用画像とを表示
する超音波診断装置がある。この超音波診断装置では、位置センサにより検出される超音
波プローブの位置に基づいて、Ｘ線ＣＴ装置やＭＲＩ装置で取得されたボリュームデータ
において、超音波画像の断面と対応する断面が特定され、この対応断面について前記参照
医用画像が表示される。従って、超音波プローブを動かしても、参照医用画像もこれに追
従するようにして常に超音波画像と同一断面の画像が表示される。このような超音波診断
装置において、超音波画像と参照医用画像とを確認しながら、穿刺手技を行なうことがあ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第ＷＯ２００４－０９８４１４号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述のように、穿刺手技を行なう術者が、超音波画像と参照医用画像とを確認しながら
、穿刺手技を行なっている時に、画像において、腫瘍などの穿刺対象等に、マーカー（ｍ
ａｒｋｅｒ）を設定することがある。通常、マーカーの設定は、超音波診断装置の装置本
体に設けられた操作部を用いて行われる。しかし、穿刺手技において、術者は清潔な状態
を保つ必要があるため、前記操作部を操作することは困難である。術者以外の者が操作部
を操作してマーカーを設定することもありえるが、術者が意図した位置に設定することは
困難な場合もある。
【０００６】
　このような事情から、穿刺手技を行なう術者が、装置本体の操作部を操作せずとも、超
音波画像において所望の位置を指示することができる超音波診断装置が望まれている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述の課題を解決するためになされた一の観点の発明は、三次元空間に形成された座標
系における被検体に対して、超音波の送受信を行なう超音波プローブと、この超音波プロ
ーブによって形成される超音波の走査面の位置及び向きを、前記三次元空間に形成された
座標系において特定する走査面特定部と、前記三次元空間に形成された座標系における穿
刺針の位置及び向きを特定する穿刺針特定部と、この穿刺針特定部によって特定される前
記穿刺針の位置及び向きと、前記走査面特定部によって特定される前記走査面の位置及び
向きとに基づいて、この走査面における前記穿刺針の延長線の交点の位置を、前記走査面
についての超音波画像に表示させる交点表示制御部と、操作者が、前記交点の位置を確定
する入力を行なう入力部と、を備えることを特徴とする超音波診断装置である。
【発明の効果】
【０００８】
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　上記観点の発明によれば、超音波の走査面と前記穿刺針の延長線の交点とが、前記走査
面についての超音波画像に表示されるので、穿刺手技を行なう術者は、操作部を用いずと
も、前記穿刺針を用いることにより、超音波画像において所望の位置を指示することがで
きる。術者によって指示された前記交点の位置は、前記入力部によって確定することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態における超音波診断装置の概略構成の一例を示すブロック図で
ある。
【図２】図１に示された超音波診断装置における表示制御部の構成を示すブロック図であ
る。
【図３】被検体における同一断面の超音波画像及び参照医用画像が表示された表示部を示
す図である。
【図４】マーカーが設定された超音波画像が表示された表示部を示す図である。
【図５】図１に示す超音波診断装置の作用を示すフローチャートである。
【図６】超音波画像及び参照医用画像が表示された表示部を示す図である。
【図７】超音波画像にマーカーが表示された表示部を示す図である。
【図８】超音波の走査面と前記穿刺針の延長線との交点を説明する図である。
【図９】計測用のカーソルが設定された表示部を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について説明する。図１に示す超音波診断装置１は、超音波プ
ローブ２、送受信ビームフォーマ３、エコーデータ処理部４、表示制御部５、表示部６、
操作部７、制御部８、記憶部９を備える。送受信ビームフォーマ３、エコーデータ処理部
４、表示制御部５、表示部６、操作部７、制御部８、記憶部９は超音波診断装置１の装置
本体に設けられている。また、この装置本体と前記超音波プローブ２がケーブルを介して
接続されている。
【００１１】
　前記超音波プローブ２は、アレイ状に配置された複数の超音波振動子（図示省略）を有
して構成され、この超音波振動子によって被検体に対して超音波を送信し、そのエコー信
号を受信する。
【００１２】
　前記超音波プローブ２には、例えばホール素子で構成される前記第一磁気センサ１０が
設けられている。この第一磁気センサ１０により、例えば磁気発生コイルで構成される磁
気発生部１１から発生する磁気が検出されるようになっている。前記磁気発生部１１から
発生する磁気により、三次元空間における座標系が形成される。この座標系は、本発明に
おいて、三次元空間に形成された座標系の実施の形態の一例である。
【００１３】
　前記第一磁気センサ１０における検出信号は、前記表示制御部５へ入力されるようにな
っている。前記第一磁気センサ１０における検出信号は、図示しないケーブルを介して前
記表示制御部５へ入力されてもよいし、無線で前記表示制御部５へ入力されてもよい。前
記磁気発生部１１及び前記第一磁気センサ１０は、後述のように前記超音波プローブ２の
位置及び傾きを検出するために設けられている。
【００１４】
　前記第一磁気センサ１０は、本発明における第一磁気センサの実施の形態の一例である
。また、前記磁気発生部１１は、本発明における磁気発生部の実施の形態の一例である。
【００１５】
　前記送受信ビームフォーマ３は、前記超音波プローブ２から所定の走査条件で超音波を
送信するための電気信号を、前記制御部８からの制御信号に基づいて前記超音波プローブ
２に供給する。また、前記送受信ビームフォーマ３は、前記超音波プローブ２で受信した
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エコー信号について、Ａ／Ｄ変換、整相加算処理等の信号処理を行ない、信号処理後のエ
コーデータを前記エコーデータ処理部４へ出力する。
【００１６】
　前記エコーデータ処理部４は、前記送受信ビームフォーマ３から出力されたエコーデー
タに対し、超音波画像を作成するための処理を行なう。例えば、前記エコーデータ処理部
４は、対数圧縮処理、包絡線検波処理等のＢモード処理を行ってＢモードデータを作成す
る。
【００１７】
　前記表示制御部５は、図２に示すように、走査面特定部５１、穿刺針特定部５２、超音
波画像データ作成部５３、表示画像制御部５４、マーカー表示制御部５５を有する。前記
走査面特定部５１は、前記第一磁気センサ１０からの磁気検出信号に基づいて、前記磁気
発生部１１を原点とする三次元空間の座標系における前記超音波プローブ２の位置及び向
きの情報（以下、「プローブ位置情報」と云う）を算出する。さらに、前記走査面特定部
５１は、前記プローブ位置情報に基づいてエコー信号の前記三次元空間の座標系における
位置情報（座標）、すなわち前記超音波プローブ２によって形成される超音波の走査面の
前記三次元空間の座標系における位置及び向きを特定する（走査面特定機能）。
【００１８】
　前記磁気発生部１１を原点とする三次元空間の座標系を、超音波画像ＵＩの座標系と云
うものとする。前記走査面特定部５１は、本発明における走査面特定部の実施の形態の一
例である。また、前記走査面特定機能は、本発明における走査面特定機能の実施の形態の
一例の機能を実行する。
【００１９】
　前記穿刺針特定部５２は、前記磁気発生部１１を原点とする三次元空間における座標系
における穿刺針１２（図１参照）の位置及び向き（座標）を特定する。より詳細に説明す
ると、前記穿刺針１２には、例えばホール素子で構成される第二磁気センサ１３が設けら
れている。この第二磁気センサ１３により、前記磁気発生部１１から発生する磁気が検出
されるようになっている。前記第二磁気センサ１３における検出信号は、前記表示制御部
５へ入力される。前記穿刺針特定部５２は、第二磁気センサ１３からの磁気検出信号に基
づいて、前記穿刺針１２の位置及び向きの特定を行なう（穿刺針特定機能）。前記穿刺針
特定部５２は、本発明における穿刺針特定部の実施の形態の一例である。また、穿刺針特
定機能は、本発明における穿刺針特定機能の実施の形態の一例の機能を実行する。
【００２０】
　前記超音波画像データ作成部５３は、前記エコーデータ処理部４から入力されたデータ
を、スキャンコンバータ（Ｓｃａｎ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）によって走査変換して超音波
画像データを作成する。
【００２１】
　前記表示画像制御部５４は、図３に示すように、超音波画像ＵＩを前記表示部６に表示
させるとともに、前記位置算出部５１で算出された超音波の走査面と被検体において同一
断面の参照医用画像ＭＩを表示させる。詳細は後述する。
【００２２】
　前記参照医用画像ＭＩは、例えば前記超音波診断装置１以外の医用画像装置１００で予
め取得された医用画像である。例えば、前記医用画像装置１００は、Ｘ線ＣＴ装置やＭＲ
Ｉ装置などであり、前記参照医用画像は、これらＸ線ＣＴ装置やＭＲＩ装置で予め取得さ
れたＸ線ＣＴ画像やＭＲＩ画像などである。
【００２３】
　前記参照医用画像ＭＩは、超音波画像であってもよい。この場合、超音波画像は、前記
超音波診断装置１で予め取得された画像であってもよいし、前記超音波診断装置１とは別
の超音波診断装置（図示省略）で予め取得された画像であってもよい。
【００２４】
　前記マーカー表示制御部５５は、図４に示すように、前記超音波画像ＵＩにマーカーＭ
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Ｋを表示させる（マーカー表示制御機能）。このマーカーＭＫは、超音波の走査面と前記
穿刺針１２の延長線との交点の位置を示すインジケータ（ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）であり、
本例では「×」印である。前記マーカーＭＫは、穿刺手技を行なう術者が超音波画像ＵＩ
の所望の位置を指示するインジケータである。
【００２５】
　前記マーカー表示制御部５５の具体的な機能については後述する。前記マーカー表示制
御部５５は、本発明における交点表示制御部の実施の形態の一例である。また、前記マー
カー表示制御機能は、本発明における交点表示制御機能の実施の形態の一例である。
【００２６】
　前記表示部６は、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）やＣＲＴ
（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）などである。
【００２７】
　前記操作部７は、特に図示しないが、操作者が指示や情報を入力するためのキーボード
（ｋｅｙｂｏａｒｄ）や、トラックボール（ｔｒａｃｋｂａｌｌ）等のポインティングデ
バイス（ｐｏｉｎｔｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅ）などを含んで構成されている。前記操作部７
は、本発明における入力部の実施の形態の一例である。
【００２８】
　前記制御部８は、特に図示しないがＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　
Ｕｎｉｔ）を有して構成される。この制御部８は、前記記憶部９に記憶された制御プログ
ラムを読み出し、前記走査面特定機能、前記穿刺針特定機能、前記マーカー表示制御機能
を始めとする前記超音波診断装置１の各部における機能を実行させる。
【００２９】
　前記記憶部９は、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ：ハードディスクドライブ
）や、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）やＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎ
ｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）等の半導体メモリ（Ｍｅｍｏｒｙ）である。前記記憶部９には、前
記制御プログラムの他、超音波の送受信対象と同一被検体について予め取得された前記参
照医用画像ＭＩのデータが記憶される。この参照医用画像ＭＩのデータは被検体における
三次元領域についてのボリュームデータである。前記参照医用画像ＭＩのデータは、参照
医用画像ＭＩの座標系における位置情報とともに前記記憶部９に記憶される。
【００３０】
　また、前記記憶部９には、後述するように前記マーカーＭＫの位置が確定されると、そ
の位置が記憶される。前記記憶部９に記憶される前記マーカーＭＫの位置は、前記超音波
画像ＵＩの座標系における位置である。前記記憶部９は、本発明における記憶部の実施の
形態の一例である。
【００３１】
　さて、本例の超音波診断装置１の作用について図５のフローチャートに基づいて説明す
る。先ず、ステップＳ１では、前記超音波プローブ２を被検体の体表面に当接させて超音
波の送受信を開始する。そして、前記表示画像制御部５４は、エコー信号に基づいて作成
された超音波画像ＵＩを前記表示部６に表示させる。超音波画像ＵＩは例えばＢモード画
像である。また、前記表示画像制御部５４は前記記憶部９に記憶されたボリュームデータ
に基づいて参照医用画像ＭＩを表示させる。参照医用画像ＭＩは、例えばＣＴ画像やＭＲ
Ｉ画像である。前記表示画像制御部５４は、図６に示すように、前記超音波画像ＵＩ及び
前記参照医用画像ＭＩを前記表示部６に並べて表示させる。ただし、ここで表示される前
記超音波画像ＵＩ及び前記参照医用画像ＭＩは、被検体の同一断面についての画像ではな
い。
【００３２】
　次に、ステップＳ２では、前記超音波画像ＵＩの座標系と前記参照医用画像ＭＩの座標
系との位置合わせ処理を行なう。具体的には、操作者は前記表示部６に表示された前記超
音波画像ＵＩと前記参照医用画像ＭＩとを見比べながら、いずれか一方又は両方の画像の
断面を移動させ、同一断面の超音波画像ＵＩと参照医用画像ＭＩとを表示させる。前記超
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音波画像ＵＩの断面の移動は、前記超音波プローブ２の位置を変えることによって行なう
。また、前記参照医用画像ＭＩの断面の移動は、前記操作部７を操作して断面を変更する
指示を入力することにより行なう。
【００３３】
　同一断面か否かは、例えば操作者が特徴的な部位を参照するなどして判断する。操作者
は、同一断面についての超音波画像ＵＩ及び参照医用画像ＭＩが表示されると、前記操作
部７のトラックボール等を用いて、前記超音波画像ＵＩの任意の点を指定する。また、操
作者は前記超音波画像ＵＩにおいて指定された点と同一位置と思われる点を前記参照医用
画像ＭＩにおいても指定する。操作者は、このような点の指定を複数点について行なう。
【００３４】
　ここで、前記参照医用画像ＭＩのデータは位置情報を有している。従って、上述のよう
に前記超音波画像ＵＩと前記参照医用画像ＭＩとで同一位置と思われる点を指定すると、
これら超音波画像ＵＩの座標系と参照医用画像ＭＩの座標系との対応位置が特定される。
そして、前記超音波画像ＵＩの座標系と参照医用画像ＭＩの座標系との対応点が複数点特
定されることで、前記超音波画像ＵＩの座標系と前記参照医用画像ＭＩの座標系との座標
変換が可能になる。以上により位置合わせ処理が完了する。
【００３５】
　前記ステップＳ２における位置合わせ処理が完了すると、ステップＳ３では、前記表示
画像制御部５４は、リアルタイムの超音波画像ＵＩとともに、前記走査面特定部５１で特
定されたエコー信号の位置に対応する断面についての参照医用画像ＭＩを表示させる。こ
れにより、図３に示すように、被検体における同一断面の超音波画像ＵＩ及び参照医用画
像ＭＩが表示される。
【００３６】
　具体的には、前記表示画像制御部５４は、前記走査面特定部５１で特定された走査面の
位置及び向きの情報を、前記参照医用画像ＭＩの座標系に座標変換して、前記参照医用画
像ＭＩのボリュームデータにおいて前記走査面の位置と対応する領域を特定する。次に、
前記表示画像制御部５４は、この対応領域を含む断面のデータに基づく参照医用画像ＭＩ
を、図３に示すようにリアルタイムの超音波画像ＵＩとともに表示させる。図３において
、前記参照医用画像ＭＩ上に表示された輪郭線Ｏｌで囲まれる領域は、前記参照医用画像
ＭＩにおいて超音波画像ＵＩと対応する領域である。前記参照医用画像ＭＩにおける前記
輪郭線Ｏｌ内の画像及び前記超音波画像ＵＩは、被検体において同一領域の画像である。
【００３７】
　次に、ステップＳ４では、前記超音波画像ＵＩにマーカーＭＫを設定する。具体的には
、例えば穿刺手技を行なう術者以外の者が、前記操作部７において、先ず前記マーカーＭ
Ｋを表示させる入力を行なう。この入力があると、前記マーカー表示制御部５５は、図７
に示すように、前記超音波画像ＵＩに前記マーカーＭＫを表示させる。
【００３８】
　前記マーカーＭＫは、図８に示すように、超音波の走査面Ｓと前記穿刺針１２の延長線
ｌとの交点Ｐの位置に表示される。より詳細には、先ず前記マーカー表示制御部５５は、
前記穿刺針特定部５２によって特定される前記穿刺針１２の位置及び向きに基づいて、前
記超音波画像ＵＩの座標系において、前記穿刺針１２の延長線の位置及び向きを特定する
。次に、前記マーカー表示制御部５５は、前記走査面特定部５１によって位置及び向きが
特定される前記走査面Ｓと前記穿刺針１２の延長線ｌとの前記交点Ｐを特定し、前記超音
波画像ＵＩに前記マーカーＭＫを表示させる。
【００３９】
　前記超音波画像ＵＩに前記マーカーＭＫが表示されると、前記穿刺針１２を持っている
術者は、前記穿刺針１２の向きや位置を変えることにより、前記マーカーＭＫを移動させ
ることができる。術者は、前記穿刺針１２の向きや位置を調節して、前記マーカーＭＫを
前記超音波画像ＵＩにおける所望の位置に置く。例えば、術者は、腫瘍など穿刺対象の位
置に前記マーカーＭＫを置く。
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【００４０】
　術者は、前記マーカーＭＫを所望の位置に置いたら、このマーカーＭＫの位置を確定さ
せる入力を行なうよう周囲の者に指示する。指示を受けた者は、前記操作部７を操作して
、前記マーカーＭＫの位置を確定させる入力を行なう。この入力があると、前記マーカー
表示制御部５５は、前記マーカーＭＫの位置を確定し、前記穿刺針１２の位置及び向きが
変わっても、前記マーカーＭＫの位置を変えない。以上により、前記超音波画像ＵＩへの
マーカーＭＫの設定が完了する。
【００４１】
　前記マーカーＭＫの位置を確定させる入力があると、前記制御部８は、前記超音波画像
ＵＩの座標系における前記マーカーＭＫの位置（前記交点Ｐの位置）を、前記記憶部９に
記憶する。
【００４２】
　前記ステップＳ４において、前記マーカーＭＫの設定が完了すると、ステップＳ５にお
いて、術者は、被検体に前記穿刺針１２を刺入する。術者は、同一断面におけるリアルタ
イムの超音波画像ＵＩ及び参照医用画像ＭＩを見ながら、穿刺手技を行なう。
【００４３】
　以上説明した本例の超音波診断装置１によれば、術者自らが前記穿刺針１２を用いるこ
とによって、前記超音波画像ＵＩにおいて、前記マーカーＭＫを移動させることができる
。従って、術者が意図する位置に前記マーカーＭＫを簡単に設定することができる。
【００４４】
　以上、本発明を前記実施形態によって説明したが、本発明はその主旨を変更しない範囲
で種々変更実施可能なことはもちろんである。例えば、穿刺手技を行なう術者が所望の位
置を指示するインジケータは、前記マーカーＭＫに限られるものではなく、本発明は、穿
刺対象に前記マーカーＭＫを設定する場合以外にも適用することができる。例えば、前記
穿刺針１２を用いて、図９に示すように、前記インジケータとして計測用のカーソル（ｃ
ｕｒｓｏｒ）ＣＵ１，ＣＵ２を設定できるようになっていてもよい。この場合も、術者が
前記穿刺針１２の位置及び向きを調節して、前記超音波画像ＵＩにおいて、前記カーソル
ＣＵ１，ＣＵ２を所望の位置に置く。そして、カーソルＣＵ１，ＣＵ２の位置を確定させ
る入力は、術者以外の者が、術者の指示を受けて前記操作部７において行なう。カーソル
ＣＵ１，ＣＵ２が確定されると、これらカーソルＣＵ１，ＣＵ２の距離が計測される。こ
の他にも、本発明は、術者が、超音波画像の所望の位置を指示するインジケータを設定す
る場合に適用することができる。
【００４５】
　また、前記穿刺針１２に、術者が操作入力を行なうことができる入力部として、ボタン
（ｂｕｔｔｏｎ）が設けられていてもよい。この場合、術者が前記ボタンを押すことによ
って、前記マーカーＭＫや前記カーソルＣＵ１，ＣＵ２などのインジケータの位置を確定
させる入力を行なうことができる。前記ボタンが押されたことを示す信号は、前記超音波
診断装置１の装置本体へ入力され、装置本体内で所定の処理が行われる。前記ボタンは、
本発明において穿刺針に設けられる入力部の実施の形態の一例である。
【符号の説明】
【００４６】
　　１　超音波診断装置
　　２　超音波プローブ
　　７　操作部（入力部）
　　９　記憶部　
　　１０　第一磁気センサ
　　１１　磁気発生部
　　１２　穿刺針
　　１３　第二磁気センサ
　　５１　走査面特定部
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　　５２　穿刺針特定部
　　５５　マーカー表示制御部（交点表示制御部）
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